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慶應志木の森　20 周年

会員の「今」が分かる
同期会＆OB会だより

皆でいこう！　イベントのお知らせ
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體育部會･文化部会NOW／クラブ戦績
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卒業式に招待されて

―― 15 期 ホームカミングデーにて

362016 ● vol.

慶 應 志 木 会 会 報
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会長ご挨拶 慶應志木会会長

松下　賢次
志木会会員の皆様お元気でしょうか。早いもので次回の志木会大会までもう2
年数カ月となりました。大会実行委員長に21期の衣川潤君が決定し、いよいよ
準備作業が始まります。前回は、タレントのショーを盛り込みましたが、今回
は「志木バンドオールスターズライブ」と言うような、志木会各代のえりすぐ
りのバンドの生ライブを考えています。そこに志木高マンドリンクラブ、志木
高器楽部の演奏も加わり、「志木会音楽祭」で盛り上がりたいと思っています。

各世代のバンドを自選他選で公募します。「そうだ、先輩達が収穫祭で生演奏していたな。」「今でも仲
間がおじさんバンドやってるよ。」と言った情報を是非お寄せ下さい。
平成30年11月3日が志木会大会実行日となります。上手い下手は度外視して、志木サウンドで、大い
に盛り上がりましょう。またこんな事やってみたら。と言った「アイディア」がありましたらどんどん
お寄せ下さい。また今年の11月3日は「志木マスターズ」ゴルフコンペです。沢山の腕自慢の皆様のご
参加をお待ちしています。
最後になりましたが、長きに亘り志木高サッカー部をご指導頂きました渡部真也元教諭が、昨年末に天
寿を全うされました。私も「とべさん」には、大変お世話になった一人です。在学中は勿論ですが、卒
業後TBSでラグビーの企画を制作した折に、英国ラグビー高でエリス少年がサッカーボールを持って走
り出したというラグビー発祥の逸話の再現、を志木高サッカー部にお願いした際に、「とべさん」が「松
下の頼みなら断れないな。」とおっしゃって快諾して頂き、母校のグラウンドで撮影させて頂きました。
今は亡き上田昭夫君の解説でオンエアし、大変な反響を頂きました。
昨年の収穫祭では、お目にかかる事が出来てお元気そうでしたのに、本当に残念でなりません。心か
ら先生のご冥福をお祈りいたします。また「とべさん」がこよなく愛した志木高サッカー部の活躍を期
待しています。

「志木会奨学金」の募集は続きます
会員各位のご協力によりスタートいたしました「慶應志木会奨学基金」が平成21年秋から生徒への

給費を開始いたしました。ご協力をいただきました皆様に感謝申し上げます。
しかしながら、現在の基金額は運用益を確保し、安定した給費を継続できる十分な額とは言えませ

ん。長期的に安定した給費の継続と給費対象者・給費額の拡大を図るために、志木会では寄付金の募
集を継続しておりますので、是非ともご協力を賜わりたく、心からお願い申し上げます。
なお、「慶應志木会奨学基金」に使途を指定した寄付となるため、使途指定をした寄付申込書が必要

になります。寄付に対する減免措置については従前どおり慶應義塾基金室から領収書並びに所得税、
法人税の寄付金控除証明書が送付されます。

【募金要綱】
慶應志木会奨学基金
1．募金単位	 	 	 1口　一万円
2．払込方法	 	 	 	従来の口座振り込みから塾の基金室へ変更になりました。
	 	 	 	 	 	 	 	 	 詳細は慶應志木会事務局までご連絡下さい。
	 	 	 	 	 	 	 	 TEL	048-471-1959　メール	info@keio-shikikai.jp
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志木高教職員の動向
教　員
退職　専任　足立　文治君（外国語），講師　5名
新任　専任　1名，講師　5名

訃　報
渡部　真也君（元保健体育教諭）
　謹んでご冥福をお祈りいたします

職　員
退職　嘱託（事務）　　　　　1名
　　　嘱託（化学実験補助）　1名
新任　嘱託（事務）　　　　　1名
　　　派遣（化学実験補助）　1名

名誉会長ご挨拶
慶應義塾志木高等学校校長

慶應志木会名誉会長

髙橋　郁夫

会員の皆様相互の、それに母校とのコミュニケーション・ツールとして
『慶應志木会報』（第36号）が今年も発行されましたこと、心よりお慶び申
し上げます。志木会の皆様には、「慶應志木会奨学金」、「慶應志木会賞」、
その他、物心両面のご支援を日頃より賜り、心から感謝申し上げます。
本校では、去る3月24日に第66期生250名が学窓を巣立っていきました。
当日は、卒業40周年の第26期生約40名もお祝いに駆けつけてくださり、

後輩たちの門出を温かく見守ってくださいました。
また、4月6日には、清家篤塾長臨席のもと入学式が行われ、251名が志木高生の仲間に加わ
りました。この日は、素晴らしい晴天で桜の花吹雪が舞う中、多数の保護者もお越しください
ました。自然に恵まれたアットホームな校風の中で彼らが充実した3年間を過ごしてもらえる
よう教職員一同、決意を新たにしたところです。
昨年のこの欄でもご紹介しましたが、慶應義塾大学がスーパーグローバル大学トップ型に選
定されたこともあり、志木高では、オーストラリア、台湾、フィンランドの高校との短期交換
留学制度やハワイの名門プナホウ・スクールのSGLI（Student	Global	Leadership	Institute）プ
ログラムへの参加など生徒が国際的な環境の中で学べる仕組みが軌道に乗り始めたところです。
また、「志木の森ツアー」の20周年を記念し、来年の3月には義塾の役職者を現地にお迎えし
て記念ベントを盛大に行う企画が進みつつあります。
こうしたことに留まらず、志木高の現状やニュース、それに学校案内などにつきましては、
最新情報を本校ホームページにて適宜発信しております。母校の現状を知るメディアの一つと
して、これからもぜひご活用頂ければ幸いです。
近い将来を見据え、ありがたいことに松下賢次会長をはじめとする志木会諸氏からは、創立
70周年ないしは75周年といった節目の年に何らかの記念事業を行うよう、叱咤激励を頂いてい
るところです。志木会の皆様には、今年もご支援・ご協力のほど、よろしくお願い申し上げま
す。収穫祭などの機会を捉え、ぜひ懐かしの母校に皆様お誘い合わせの上、お越し頂ければ幸
いです。会員各位のご健勝と貴会の益々のご発展を心よりお祈り致します。
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　慣例の「志木歩こう会」を今年度は下記の要領で実施致します。志木会会員各位の参加をお待ちし
ております。ご家族の参加も歓迎です。

開催日時：平成28年10月8日（土）午前10時〜午後4時　＊小雨決行
コ　ー　ス：JR山手線田端駅北口改札口午前10時集合
　　　　　 田端文士村記念館　⇒　芥川龍之介旧居他　⇒　赤紙仁王　⇒　弥生二丁目遺跡（弥生土器出土

地）　⇒　東京大学本郷キャンパス（三四郎池、
総合研究博物館など）　⇒　旧岩崎邸庭園　⇒　
湯島天神　⇒　神田明神　⇒　ニコライ堂　⇒　
明治大学博物館

　　　　　＊コースが一部変更される場合があります
　
参加申込： 9月23日までに志木会事務局宛メールにて

（参加募集人数：20名程度　先着順）
費　　用：昼食3,000円くらい
幹　　事：12期　岡田幸次郎

志木歩こう会
“田端から本郷、湯島までの名所を訪ねよう”

●vol.

　この度、慶應志木会でオリジナルゴルフボールを製作致しました。PGAツアーのトッププロが愛用
するタイトリスト「プロV1」と「プロV1X」の2種類で、メーカー側で志木会のオリジナルロゴマ
ークを印刷した後にコーティングをした特注品
です。
　そこて、志木高ゴルフ部監督をしている守谷
多聞君（21期）が志木高に出向き、現役志木高
ゴルフ部部員（17名）と顧問教諭に1スリーブ
（3個）ずつを志木会から贈呈致しました。
　6月6日に大宮カントリークラブで開催される
関東高校ゴルフ選手権埼玉大会での健闘を祈り
ましょう！

このオリジナルゴルフボールを会員の皆様に頒布（有償）いたします。詳細は、本紙 19 ページの
「志木会オリジナルグッズのご紹介」をご覧下さい。

慶應志木会オリジナルゴルフボールを
志木高生に贈呈！
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慶應志木会会員各位

慶應志木会　　　　
会長　松下　賢次

─ 会費納入のお願いについて ─

会員の皆様には益々ご健勝にてご活躍のこととお慶び申し上げます。

同窓会の発足以来、種々の活動を通じ会の基盤作りに邁進して参りましたが、お陰さ

まで会の運営も順調に推移いたしております。これも偏に会員の皆様のご理解とご協力

の賜物と深く感謝いたしております。

毎度のお願いになりまして大変恐縮で御座いますが、今後の慶應志木会の安定的運営

かつ一段の充実発展のために会費納入のご協力をお願い申し上げます。

会費につきましては発足時より5年を一区切りとして大学を卒業された会員諸兄から

年会費二千円を一括して「５年分一万円」のご協力をお願いいたしております。
会費の値上げも検討いたしましたが、第6期分につきましても厳しい経済情勢下では

ありますが従来同様一万円にてお願いさせていただくことになりました。

納入方法につきましてはお手数ですが同封の振込用紙をご使用の上、お近くの郵便局

よりご送金下さいますようお願い申し上げます。

会員の皆様におかれましては引き続きご理解の上、ご協力賜りますよう心よりお願い

申し上げます。なお、分割納入を希望される方は振込用紙の通信欄にその旨記載の上、

今年度分の二千円を納入下さい。

記

振　込　金　額　１０, ０００円

取扱金融機関　全国ゆうちょ銀行

払　込　期　日　早期振込にご協力下さい

＜問合せ先﹀

＊志木会事務局　Tel  048-471-1959（志木高内）

　　　　　　　　Fax  048-471-1974
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慶應志木会 志木高等学校

H28年度予定 H27年度実績 H28年度

4月
4/6
4/7
4/14

入学式（9：30）
ガイダンス
健康診断

5月 5/13
5/14＊

幹事総会
校内自然観察会

5/23

5/23＊

5/27

枇杷の会（湯島聖堂、
神田界隈〜）
校内自然観察会
幹事総会 

5/17〜19
5/25
5/28

1年生総合学習研修旅行
運動会
慶早戦 

6月

6/4

6/4

枇杷の会
（池之端旧岩崎邸近辺）
5高JKカップ
会報発行

6/6 5高JKカップ 6/20〜24
6/27〜29

第一回　定期試験 
クラスマッチ 

7月 7/20 会報発行
7/4
7/15
7/19〜

1年歌舞伎教室
第120回志木演説会
夏季休業 

8月

9月 9/24＊ 校内自然観察会 9/19＊ 校内自然観察会 〜9/3 夏季休業

10月

10/8

10/29

歩こう会
“田端から本郷、湯島ま
での名所を訪ねよう”
ホームカミングデー

（収穫祭）
（16期&41期：志木高）

10/17

10/24

歩こう会
日本橋〜銀座〜築地〜
明治丸（越中島）
ホームカミングデー

（収穫祭）
（15期&40期：志木高）

10/4〜7

10/29・30

2年研修旅行
3年見学旅行
1年救命講習
収穫祭

11月 11/3 志木マスターズ 
東千葉カントリークラブ

11/3

11/15

11/28

志木マスターズ
ノーザンカントリークラブ
テニス大会（志木高）
中止
枇杷の会

（三田山上、寺町界隈を
歩く）

11/3
11/21〜26
11/28〜30

学校説明会
第二回　定期試験
クラスマッチ

12月 12/3 枇杷の会 
（鎌倉界隈） 12/16

12/21〜

マラソン大会
第121回志木演説会 
冬季休業

1月
〜1/7

1/12〜16

冬季休業
自己推薦入試
第三回　定期試験（3年）

2月 幹事新年会 2/25 幹事新年会 2/22〜25
一般・帰国入試
第三回　定期試験

（1.2年）

3月
3/24 卒業式

卒業40周年招待
（27期）

3/24 卒業式
卒業40周年招待

（26期）
3/24 卒業式（10：00）

＊志木高校内自然観察会は宮橋裕司教諭（理科）を中心に開催されます（卒業生参加可）
＊枇杷の会は本井英元教諭（国語）のご指導のもとに開催されます 

志木高・志木会行事日程

●vol.
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「慶應志木会賞」について
慶應志木会

　慶應志木会賞は、クラブおよびその他の活動において、特に功績のあった団体または
個人の業績を称え、もって学校生活の向上に資することを目的として平成19年3月の卒
業式に初めて贈呈されました。体育、文化、一般の3部門において教員からの推薦をも
とに選考委員会で決定し、本年で10回目を迎えます。
本年度は、端艇部と3名の生徒を表彰いたします。

1．端艇部　3年生10名（4年連続受賞）
　　①平成26年度関東学校選抜ボート大会出場
　　　男子舵手付クォドルブル　5位入賞
　　　男子ダブルスカル　　　　準決勝進出
　　　男子シングルスカル　　　準決勝進出
　　②平成27年度全国高等学校総合体育大会ボート競技大会
　　　兼第63回全日本高等学校選手権競漕大会　（インターハイ）出場
　　　男子舵手付クォドルブル　準決勝進出　　（ベスト16）
　　③第70回国民体育大会出場
　　　男子ダブルスカル　　　　準決勝進出　　（ベスト16）

2．五嶋　優貴 君
　　「小説現代」のショート・ショートコンテスト　第3位入選
　　選者は作家の　阿刀田　高	氏

3．石丸　　隼 君
　　龍谷大学主催の第12回青春俳句大賞入選　応募総数26,878句
　　入選作品　「氷面鏡		映す白兎の		影一つ」

4．坂本　碩人 君
　　「平成27年度	株式学習ゲームに関する感想文・小論文コンクール」
　　主催：日本証券業協会と東京証券取引所
　　高校生の部で全国第2位である「優秀賞」を受賞。
　　	　本コンクールは、シミュレーション学習プログラムである「株式学習ゲーム」へ
の参加者たちが、プログラムを通じて学んだり気づいたことを論述し、応募する。

以上
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水泳部　部長　樋口　裕輔
 體育部會ＮＯＷ 第16 回

慶應義塾には、『塾生皆泳』という言葉があります。水泳技術の向上を目的として、かつては大学の必修授業
の体育の中に水泳の授業があり、50M泳げない場合は選択科目で水泳を受講しなければならなかったとのこと
でした。これは、自分の身を守るため、そして溺れている人を救助できる力をつけるためです。1995 年頃から
カリキュラムが改定され、塾生皆泳の取り組みはなくなってしまいましたが、現在でも選択科目の一つとして
水泳の授業が選択できるようになっています。
今年度の水泳部は、1年生 7名、2年生 10 名、3年生 6名の合計 23 名で活動しています。水泳部に入部して

くる生徒は、ほとんどが初心者です。小学生の頃スイミングスクールに通ったことがあり、クロールと平泳ぎ
は泳ぐことができるという泳力です。中学時代は水泳部に所属しておらず、高校生になって本格的に水泳に取
り組む生徒が多いです。その一方で経験者も所属しており、昨年度はリレーにおいて県大会の決勝レースに進
出することができました。あと 1歩のところで関東大会出場を逃し悔しい思いをしてしまいましたので、今年
度は関東大会出場を目指して日々のトレーニングに励んでいます。
水泳の練習は、自分との闘いで忍耐力が必要です。また、個人競技ですがチーム力も必要であるため、部員

達は部活動を通して『努力をすることの大切さ』、『挨拶や礼儀』、『協調性』を身に付け、人間的成長を遂げて
います。
私の理想は、私の指導を受けた生徒達が卒業後もプールを訪れ、高校時代のタイムの速い遅いは関係なく、

後輩達に指導をしてくれることです。初心者だった彼らだからこそ初心者の気持ちが分かることもあると思い
ますし、OBが指導に来てくれることによって、現役部員も“自分もOBになったらプールに来て後輩の指導を
してみよう”という気持ちになると思います。強いクラブは、OBの支援がしっかりしています。今後の水泳部
の成長に期待をしています。

 文化部会ＮＯＷ 第16 回
天文部　部長　宮橋　裕司

「外の世界を渡り歩ける天文部をめざして」
文化部の中でも器楽部やワグネル等のように他校との切磋琢磨の中で大会参加などを通じて、自分の立ち位

置を確認できる文化部は幸いです。天文部のようにそもそも競い合う土壌のない文化部では、自己満足的に楽
しいクラブで終わることが普通です。クラブですのでそれで十分ではありますが、自分たちのやっていること
が学究の世界ではどのように評価されるのかを実感してもらうのも悪くはない。そのような思いから 2015 年よ
り日本地球惑星科学連合（略称：JpGU）のポスターセッションに参加するようになりました。JpGUは地学系
の学会が集まって構成される総合学術団体のような位置づけで、その例会の中で 2006 年から高校生に対して研
究成果が発表できる場が与えられるようになりました。そこでは 100 を超える高校の主に理科系クラブの生徒
達が毎年自分たちの研究成果をポスターセッションという形で発表しています。来場者も、通常の学会に併設
して行っているため第一線の研究者が立ち寄り、高校生にさまざまな問いかけをしてくれますので良い勉強に
なります。2年目を迎える今年、志木高天文部は理科棟屋上で行っている「流星電波観測」において観測時に障
害となるノイズの発生原因の特定とその対策ついて研究成果をまとめ、発表します。4名の部員が幕張メッセ国
際会議場において、発表者としてポスターの前に立つことになります。
現在、部員は 8名。1973 年に「天文同好会」として発足し、翌年には「天文研究会」として正式にクラブに

昇格しました。1995 年に生物部と合併して「自然観察部」になりましたが、2001 年には再び天文部として独立
し、2016 年で 43 年の歴史を持つクラブとなりました。当初は天体望遠鏡による光学観測と天体写真の撮影が活
動の中心でしたが、現在では昼休みに行われる太陽の黒点観測（欠測が多いのが玉に瑕ですが…）、雨天・曇天
でも活動ができるように始めた流星や太陽の電波観測、さらには日本モデルロケット協会の規定に準拠したモ
デルロケットの打ち上げなども活動の中に入ってきています。また、夏には清里、冬には伊豆の白浜で行う観
測合宿もようやく定着しつつあります。昨年の収穫祭では、「部誌」が『暁降（あかときくたち）』という新た
な名称と共に復活しました。
志木の空は年々都市光害の影響を受けてかなり明るくなってしまい、惑星以外の観測は実質困難になりつつ

あります。そのような中で始めた電波観測は、これからの天文部の活動の中心になっていくかもしれませんの
で、他の活動と共に大事に育てようと思います。
これからも生徒たちが楽しみながら新しいことに挑戦し続けることのできるクラブでいられるよう共に歩い

ていきたいと思います。

●vol.
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●●●  クラブ戦績  ●●●

クラブ 戦　績
體育部會
硬式野球部 第98回選手権埼玉大会　2回戦VS四校連合12-0（5回コールド）、3回戦VS叡明7-2（延長13回）、4回戦VS獨協埼玉8-1、5回

戦VS熊谷2-5　県ベスト16　△新人大会　1回戦VS浦和北15-2（5回コールド）、ブロック決勝VS浦和学院0-15（7回コールド）　
秋季地区予選　1回戦VS与野10-5、代表決定戦VS志木3×ー 2（9回サヨナラ）　県大会1回戦VS栄北6x-5（9回サヨナラ）、2回
戦VS上尾0-9（7回コールド）　△春季地区予選　1回戦VS大宮光陵2-1、代表決定戦VS浦和西3-2　県大会1回戦VS大宮南4-5

競走部 H27年度全国高等学校駅伝競走大会　埼玉県大会23位　2時間20分17秒　志木高歴代新記録　埼玉県駅伝競走大会　22位　奥
多摩渓谷駅伝競走大会　3位

卓球部 H27.6　団体戦　インターハイ予選県大会出場（千葉、吉田、久世、木村、高柳、中野、長妻、渡辺）　H28.1　団体戦　新人大会
県大会　ベスト32（千葉、吉田、久世、木村、長妻、酒田、渡辺、中野）　H28.4　団体戦　関東大会予選県大会出場（千葉、吉田、
久世、木村、長妻、渡辺、酒田、高柳、中野）

ラグビー部 新人戦　県5位　関東大会県予選ベスト8　国体予選　優勝　全国大会県予選　ベスト8
庭球部 H27　県大会　夏　＜シングルス＞星野1R6-2 阿部 （早稲田本庄）　2R3-6 新妻 （西部文理）　小久保　1R6-3 松本 （草加南）　

2R0-6 浅野 （立教）　寺村　1R6-1 井上 （越谷西）　2R1-6 山岸 （浦学）　伊藤　1R6-0 池田 （川口北）　2R2-6 斎藤 （浦学）　大
胡　1R6-3 會田 （越谷南）　2R0-6 秀 （浦学）　岡本　1R1-6 河野　（昌平）　佐藤　1R1-6 岡 （浦学）　鎌田　1R0-6 平野 （昌平）　
＜ダブルス＞　寺村 小久保　1R6-3 谷川 中島　（熊谷）　2R0-6 斎藤 岡 （浦学）　星野 伊藤　1R2-6 平野 河野 （昌平）　後野 佐藤　
1R3-6 成 影山 （埼玉栄）　H27　団体戦　秋　＜メンバー＞　寺村拓海　小久保篤志　星野寛人　後野篤郎　伊藤佑亮　大胡晴彦　
岡本大季　佐藤優二　鎌田悠輔　新人大会　団体戦埼玉県ベスト8　二回戦　秀明栄光3-2　三回戦　ふじみ野5-0　四回戦　本庄
東　3-2　五回戦　立教新座1-4　H28　県大会　春　＜シングルス＞　寺村　1R6-4 戸張 （浦学）　2R0-6 三浦（本庄東）　後野　
1R6-4 森本（浦学）　2R1-6 田中（秀明英光）　小久保　1R6-7（5） 松本（越谷南）　星野　1R3-6 秀（浦学）　伊藤　1R4-6 池田（川
口北）　大胡　1R1-6 高山（昌平）　佐藤　1R2-6 河野（昌平）　鎌田　1R0-6 岡（浦学）　岡本　1R0-6 斉藤（浦学）　＜ダブルス＞　
寺村 小久保　1R7-6（4） 愛敬 和田（浦学）　2R3-6 岩澤 横内（立教）　星野 佐藤　1R6-4 中村 常見（県立浦和）　2R2-6 古賀 秀

（浦学）　後野 伊藤　1R6-7（3） 斉藤 森本（浦学）　H28　団体戦　春　＜メンバー＞　寺村拓海　小久保篤志　後野篤郎　伊藤佑
亮　星野寛人　関東埼玉予選会ベスト16　一回戦　春日部3-0　二回戦　西武台3-0　三回戦　埼玉平成1-2

端艇部 H27年度慶應志木会賞受賞（3年生10名）　関東大会〔山梨県河口湖〕：4位（M4X＋）　インターハイ県予選：優勝（M4X＋A）、
4位（M2XA）　近畿インターハイ〔兵庫県円山川城崎〕：準決勝3位〈全体〉（M4X＋）　県新人戦：準優勝（M4X＋A）、4位（M2XA）、
5位（M1X）　関東選抜大会〔埼玉県戸田〕：5位（M4X＋）、4位（M2X）、6位（M1X）　第65回お花見レガッタ：FinalA 3位（M4X
＋A）　第85回早慶レガッタ：Bレース優勝（M4X＋）　第66回戸田レガッタ：決勝A組 優勝（M4X＋A）※2連覇　関東大会県
予選：優勝（M2XA）、2位（M4X＋A）、4位（M1XA） ※関東大会〔神奈川県相模湖〕出場決定（全種目）

バレーボール部 西部地区春季大会　1回戦0-2川越南、敗者復活トーナメント　1回戦2-0武蔵越生・城北埼玉合同、2回戦1-2川越　インターハ
イ予選西部地区予選　1回戦2-0武蔵越生・城北埼玉合同、2回戦2-1川越　県大会出場　インターハイ予選埼玉県大会　1回戦0-2
所沢北　選手権大会西部地区予選　1回戦2-0川越工業、2回戦2-0ふじみ野、3回戦0-2立教新座、代表決定戦0-2所沢　新人大会
西部地区予選　1回戦2-0城西川越、2回戦0-2川越東、敗者復活トーナメント　1回戦2-0豊岡、2回戦2-0西武台、3回戦2-0西
武文理　県大会出場　新人大会県大会　1回戦1-2越谷

ホッケー部 H27.10　新人戦　vs聖望学園　2-0　vs皆野高校　4-0　vs飯能南高校　1-5　H27　4月IH予選1回戦　vs聖望学園　5-0　vs皆
野高校　3-1　vs飯能南高校　1-7　インターハイ二次予選　vs飯能南　2-3　vs皆野　6-0　vs聖望学園　4-1

サッカー部 埼玉県新人大会西部支部予選：3位 2回戦4-1新座柳瀬 3回戦4-1川越西 準々決勝　1-1（PK5-4）狭山ヶ丘 準決勝2-2（PK3-5）
ふじみ野  　関東大会埼玉県予選：ベスト32　1回戦2-4国際学院　インターハイ西部支部予選：2回戦1-1（PK5-4）入間向陽 代
表決定戦1-2飯能南　

バスケットボール部 インターハイ予選　県ベスト16　新人戦西部地区準優勝　県ベスト8　埼玉選抜キャプテン　藤本章太　埼玉選抜選手　津野地宥樹
弓術部 全国高校総体予選団体（和田、宇津木、諏訪、坂原、湯谷）6位　関東個人選抜県予選　石関　個人　3位　西部地区大会（夏）：

Aチーム（宇津木、石関、坂原）5位　個人戦：白井　6位　新人戦：Aチーム（宇津木、石関、坂原）　団体7位　埼玉県武道大会：
西部支部代表（白井、坂原、川原、箱﨑）団体2位　個人戦：坂原　2位　全国私学大会：団体Aチーム（宇津木、石関、坂原）3
位　西部地区（春）：団体Bチーム（川原。白井、三矢島）6位

ゴルフ部 埼玉県ジュニアゴルフ選手権大会兼国民体育大会埼玉地区予選　長倉聖弥 73　6位　関東高等学校ゴルフ選手権埼玉県大会 個人
戦　佐藤大河 73　8位　長倉聖弥 77　19位　関東ジュニアゴルフ選手権予選会　長倉聖弥 74　7位　関東高等学校ゴルフ選手
権 男子個人の部決勝　出場　関東ジュニアゴルフ選手権15 〜 17歳の部決勝　出場　関東高等学校ゴルフ選手権埼玉県大会団体の
部　佐藤大河　長倉聖弥　金澤大樹　細谷大河　田中俊明　231　4位　関東高等学校ゴルフ選手権男子団体の部決勝　佐藤大河　
長倉聖弥　服部和真　金澤大樹　細谷大河　465　19位　関東アマチュアゴルフ選手権 ブロック大会決勝　出場　関東アマチュ
アゴルフ選手権 決勝　出場　全国高等学校ゴルフ選手権春季大会　出場　PGM世界ジュニアゴルフ選手権日本代表選抜大会関東
予選II　長倉聖弥 72　1位　関東アマチュアゴルフ選手権第8会場予選　長倉聖弥 72　3位

剣道部 浦和高校定期戦 2人残（勝）　西部地区剣道大会（団体） 1回戦敗退　西部地区剣道大会（個人） 木村 2回戦敗退  山口・石井・今
野  1回戦敗退　関東大会予選（団体） 3回戦敗退　関東大会予選（個人） 木村 1回戦敗退　インターハイ予選（個人） 山口 1回戦
敗退 木村 2回戦敗退　インターハイ予選（団体） 3回戦敗退　朝霞地区剣道大会 木村 優勝 今野 準優勝 藤井 3位　第60回五大学
付属剣道大会 7位　しらこばと杯争奪高校剣道大会  1回戦敗退　埼玉県私学大会  ベスト8
彩の国剣道大会 決勝トーナメント1回戦敗退　第6回早慶高校対抗剣道試合 新人戦（勝）  本戦（勝）　西部地区新人大会 ベスト4　
埼玉県剣道大会 木村 4回戦敗退 森田 1回戦敗退　埼玉県新人大会 ベスト16　桜友杯争奪剣道大会 予選リーグ敗退　関東私立選
抜大会 2回戦敗退　柴田旗大野杯争奪剣道大会 2回戦敗退

スキー部 インターハイ県予選　GS　池田　13位　今村　36位　宮木　DF　SL　池田　13位　宮木　24位　今村　25位　群馬県スキー
選手権　SL　43位　池田　45位　今村　GS　48位　池田　今村　DF　関東高等学校スキー大会　GS　池田　DF　SL　池田　
91位　埼玉県選手権　GS　池田　66位　宮木　75位　今村　DF

ソフトテニス部 H27年度　東京六大学附属高校大会個人の部1ペア3回戦進出、埼玉県新人大会西部地区予選1ペアベスト64
水泳部 関東予選；200m平泳ぎ　足立：決勝9位　400m自由形  野田：決勝8位　400m個人メドレー 野田：決勝2位　400mメドレー

リレー【野田・足立・坂本・夏秋】：決勝9位　関東大会；400m自由形  野田：決勝10位　400m個人メドレー 野田：決勝6位　
インターハイ；400m自由形 野田：14位 　400m個人メドレー 野田：17位　新人大会；50m自由形 夏秋：決勝8位　200m平
泳ぎ 足立：決勝2位　400m個人メドレー 足立：決勝10位　200mフリーリレー【八木・夏秋・橋本・今井】：決勝9位 　400m
フリーリレー【八木・夏秋・足立・今井】：決勝9位 　400mメドレーリレー【橋本・足立・今井・夏秋】：決勝10位

軟式野球部 H28年度　埼玉県高等学校軟式野球春季大会　1回戦　慶應志木1-0浦和南（延長10回）勝利　2回戦　慶應志木3-4浦和ルーテ
ル・花咲徳栄　敗退

空手部 関東高等学校空手道大会埼玉県予選　3年生1名ベスト32　インターハイ埼玉県予選3年生1名ベスト16　埼玉県新人戦　1年生
1名ベスト32

文化部会
器楽部 第56回　埼玉県吹奏楽コンクール　銀賞　第21回　日本管楽合奏コンテスト全国大会にて特別演奏（前年度グランプリ受賞による）
ワグネル・ソサィエ
ティー男声合唱団

第 58 回　埼玉県合唱コンクール　銀賞
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同期会便り1期

さかのぼること、二年前。平成 26 年 4 月
15 日。第 1期生四人で、食事会を開きまし
た。近状報告から始まり、あの頃は……と、
懐かしい思い出話へ。
話は尽きることなく、とても楽しい一時で
した。おかげさまで、今も尚、充実した毎日
を、元気に過ごしています。
さて、季節のめぐりは早いもので、……あ
れからもう二年。そろそろまた、思い出話に
花を咲かせようかと思っています。

1期　松本仙太郎

※帝国ホテルにて食事会後、ロビーでの１枚。
　写真左から、
　龍野和久、藤井　淳、櫻井英太郎、松本仙太郎

拝啓  慶應義塾志木高等学校第８期生  殿8期

私たちの入学時は農業高等学校、卒業時は
志木高等学校と言うまことに節目の時代の生
徒でした。都会にはない緑豊かな 5万坪の武
蔵野台地に春夏秋冬を過ごし、週 1日の農業

実習は「土に親しむ」との穏やかな表現では
なく寒風吹きすさぶ冬、十二鍬を使っての開
墾作業は手のひらの血豆が破れ、皮が破れて
も歯を食いしばって頑張った忍耐力の強さ
は、私たちの誇りであり財産になっています。
第 8期の幹事を仰せつかっている大須賀、
磯部、品川、青木の怠慢から皆さんと顔を合
わせる機会を作れず、ただ時間が経過してき
たことをお詫びいたします。
齢を重ねるにつけ学窓を同じくした同志を
懐かしむ気持ちが募ってまいりました。そこ
で私たち幹事 4人で「第 8期クラス会」を開
催しようと話し合っています。その際はとに
かく駆けつけてください。
最後にお願いがあります。「志木会」は会
費制で運営されています。年額 2千円で 5年
分 1万円を一括納入していただいておりま
す。私たち「8期生」の平成 25 年から 29 年
の 5年分の会費納入実績は、在籍者 80 名の
うち納入済み 38 名、納入率 48％と他期生と
比較してさびしい限りです。
7月上旬には「志木会会報」最新号がお手
元に届きます。会費未納の方には振込用紙が
同封されていますので、早急にご手配下さる
ようお願いいたします。紙上を借りてお願い
いたします。
では皆様にお目にかかれる日を楽しみにし
ております。
	 敬具

　第 8期生　幹事
大須賀　均、磯部　和宏
品川　宗弘、青木　宏至

同期会　 　
　&O B会だより

●vol.
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「遊志会」27 年度活動報告11期

遊志会では、毎年数回の活動を行っています。
今年は、D組（川瀬忠夫、服部光伸、細谷
勝庸、吉川太久磨、磯村吉孝）が幹事となり
下記の行事を行いました。
・	27 年 10 月 9 日：第 9回遊志会ミュージッ
クフェスティバル、奣照修徳会会館コン
サートホール　参加 31 名
・	27 年 10 月 22 日：第 89 回遊志会ゴルフコ
ンペ、習志野CC　参加　9名　優勝：望
月君
・	27 年 11 月 8日：特別企画「神田川ジャン
グルクルーズ」、日本橋川周遊　参加	15 名
・	28 年 4 月 11 日：第 90 回遊志会ゴルフコン
ペ、習志野CC　参加 12 名　優勝　山本久
方君
・	28 年 4 月 14 日：27 年度遊志会総会、菜
な・丸の内店　北原光夫君による健康講
座　参加 22 名
そろそろ後期高齢者の仲間入りをします
が、まだまだ元気で頑張ってます。
28 年度は、E組が幹事となり取り仕切って
まいります。
E組幹事（荒生靖彦、北原光夫、木村昌彦、
増山雅久、山口浩）
行事予定
・	28 年 10 月 15日（土）遊志会ミュージック
フェスティバル：奣照修徳会会館
・	28 年 10 月 24日（月）第 91 回遊志会ゴルフ
コンペ：チェックメイトCC
又、決まりました行事に関しては随時連絡
いたします。
多くのご参加をお待ちしております。

11 期　馬渕祥宏

「四木［よんもく］会」活動報告13期

我々はもう 20 年以上前から毎月第四木曜
日を四木会と称して定例同窓会をもってい
る。
その世話役幹事が千葉ちゃんこと千葉宗雄
君だったが、3月に再発し 4月 13 日に奥さん
の元に旅立たれた。船橋の斎場にて行われた
通夜、葬儀には我々仲間を初め各界から多数
弔問に訪れた。その後の 4月の四木会はご子
息で喪主を務められた太郎氏も見えられ、一
同で千葉ちゃんの好きだった日本酒で献杯し、
故人との想い出を語り合った。
二次会には太郎氏も交えて千葉ちゃんの好
きだった演歌も皆で熱唱し、楽しく彼を送り
ました。四木会は旅立った友人の奥さんも
（今後は太郎氏も）定期的に参加するなどし
ており、皆で学友の経営する歌舞伎座裏の焼
き鳥名店での同窓会の継続を確認した。13 期
生会は昨年市川隼君の個人出版を祝う会を開
いたり、在仏の独舞家にして映画監督の岩名
雅紀君を支援したりしている。
6月には横浜にて恒例の散策会や、年 2回
のゴルフコンペを行う等の活動を終生続けて
いく予定です。今後の新幹事は神谷、椎野、
池田夫人、清水でおこないます。
	 13 期　清水武寿
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13 期の四木会として先日千葉君のご子息と
偲ぶ会を行いました時の写真です。一番左が
太郎君です。

卒業 50 周年記念 37 回亦楽会15期

卒業して半世紀、『光陰矢の如し』、今年の
亦楽会は平成 27 年 11 月 19 日三田山上ファ
カルティクラブにおいてにぎにぎしく開宴し
た。應援指導部による塾歌斉唱後、西岡酒造
西岡くんの寄贈、一斗樽鏡開きで景気付け、
A	MAN	瀬戸龍介君「日本の夜明け」他二曲
に聞きほれ、歓談楽しみ、ここでチアリー
ダー登場、「挙げよ勝鬨」「慶應讃歌」を声張
り上げて、続くはクラス代表から元教諭方の
1分スピーチ聞き入った、後藤元教諭「乾杯
の詩」素晴らしい。いよいよ名残惜しいが
「若き血」斉唱、最後は斎藤大君、三本締め
で締め括り楽しい亦楽会はあっという間にお
開きとなりました。
次回幹事の指名は小川君、A組	田中和夫
君・B組	中村健一郎君・C組	阿部正弘君・
D組	岩倉具伸君・E組	富井永君登壇、代表
田中君挨拶でありました。
なお、記念品は志木高校の 50 周年そして
小泉信三「練習ハ不可能ヲ可能ニス」の二枚
組CDそして西岡酒造の枡でありました。

15 期　杉村惠二

亦楽会のご案内15期

昨年卒業 50 周年を祝った 15 期卒業生の
「亦楽会」は全員の参画意識が益々高まって、
活動が充実してきています。
今年も 11 月に仲間が一堂に会して、下記
により「亦楽会」を開催します。
皆様お誘い合わせの上、万難を排して、参
集下さいますようご案内申し上げます。

記
会期：	平成 28 年 11 月 17日（木）
　　　16：30 受付開始　17：00 開宴
会場：三田ファカルティクラブ
http：//www.keio.ac.jp/ja/access/mita.html
03-5442-3296		図書館旧館脇を下る
会費：8,000 円（維持会費 2,000 円含む）
應援指導部・チアリーディング部の現役と
共に歌う応援歌をはじめ、多彩なアトラク
ションを用意しています。
更に実りある会にするために幹事の打合せ
会を重ねていますのでご期待下さい。
志木で過ごした50数年前の想い出とその後
の人生を、同期一同で語ろうではありませんか。
9月に案内状を送りますが、今すぐに予定
表に書き込んで下さい。
今年の幹事	A組	田中和夫、B組	中村健一郎、
C組	安部正弘、D組	岩倉具伸、E組	富井永	
	 15 期　田中和夫

●vol.
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慶應志木会会報

同期会便り16期

16 期同期会・志世会は年次会、月次会（毎
月第 4木曜日 18 時万世本店地下「呉越同
舟」）、春秋 2回のゴルフ大会を主な行事とし
て相互の親睦を深めております。
今年は私達の期が卒業 50 周年に中ること
から、収穫祭初日（10 月 29 日）に志木会主
催のホームカミングデーに招待される予定で
す。年次志世会はその後に二次会として、志
木駅近くの会場で開催すべく準備を進めます
ので、多数の諸氏のご出席をお願いする次第
です。（詳細は今後連絡）
月例会は今年で 8年目、予約不要な事から
毎回意外な出席者を迎えております。海外定
住組（パリ・シンガポール等）・地方組のほ
か、最近は現役引退組の出席が増えてきてお
ります。又、1月例会は懐かしい三田慶應仲
通り「湯浅」において、新年会として開催致
します。
ゴルフについては今年春もアスレチックゴ
ルフ倶楽部にて 19 名の参加を得て、お花見
コンペを満喫しました。
同期諸氏がご自身の予定の中に「志世会」
行事を組込まれ、出席の都度想い出を更新頂
ければ幸いと、幹事役は愚考する次第です。

16 期　近藤隆夫

同期会報告20期

3 月 4 日に恒例の同期会を東京六本木で開
催しました。突然の予定していた会場の火災
にも関わらず木原さんの迅速な手配により混
乱なく、予定していた 33 名全員の方が集ま
り、すっかり昔に戻って楽しい時間を過ごす
ことができました。新幹線が開通した富山方
面から田中さん、廣野さん、嶋津さんも参加
して大いに盛り上がりました。
また 5月 21 日〜 22 日に群馬県猿ヶ京温泉
で宿泊同期会が 4年ぶりに開催されました。
幹事窪田さん、森さんのおかげで大変楽しい、
大いに盛り上がった会を開催することができ
ました。40 数年ぶりのおやじバンドのビート
ルズ、山崎さんのリードによる「若き血」、
さらに飛び入りも加わってのおやじバンド
パート 2によるサイモン＆ガーファンクル、
湘南サウンドと懐かしい曲が続きました。い
つでも気持ちは高校時代に戻るものの孫や病
気の話題が多くなって来ました。次回の宿泊
同期会の幹事は松原さん、田中孝さんで、3
年後を予定しています。

20 期　金子博志
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同期会報告25期

5 月 21日（土）快晴のもと、虎ノ門の霞山
会館に於いて毎年開催をするようになって 3
回目の還暦記念？　同期会を開催いたしまし
た。
午後 4時ゲストに体育の大谷元教諭をお迎
えし、海外、他府県からはるばる参加者を含
め 67 名で、14 名の先立たれた同期生に黙祷
を捧げ、続いて應援指導部坂間君のリードで
塾歌斉唱（何と 3番まで）から開会。とここ
で早くも「いやー塾歌いいなあ！」との感激
の声あり。その後大谷元教諭の心温まるご挨
拶と乾杯、暫しの歓談、参加者の近況報告、
でまた歓談などで 3時間の予定があっという
間に過ぎて行きました。
大谷元教諭ありがとございました。多くの
教諭の方々がそうですが、たくさんの卒業生
を送り出しながら、私達 25 期の思い出など
良く覚えていて下さって感動致しました。
〆として元気よく若き血合唱、エールを叫
びお開きとなりました。　
来年は 7月頃開催予定です。メアド 200 名
を超えましたが、不明者もおられます。
髙橋宣行までご連絡をm(_	_)m
dachs-03@beige.plala.or.jp	090-1457-6360

25 期　髙橋宣行

同期会報告28期

平成 28 年 5 月 14 日 18：00 より、青山ダ
イヤモンドホール	セブンシーズにて 7年目
を迎えた 28 期同期会が開催されました。
初参加の幸山竜哉氏、柴本肇氏（仙台から
参加）、長瀬秀樹氏（大阪から参加）を迎え
総勢 31 名で大いに盛り上がり楽しい時間を
過ごしました。
今回ご出席頂いた方々、残念ながらお会い
できなかった方々も次回の同期会でお会いで
きます事を楽しみにしております。
今回も会場設定にあたりご尽力頂きました
浮乗亨氏、また取り纏めをして下さった学年
幹事の伊能重雄氏、池田欽哉氏に改めて御礼
申し上げます。
平成 30 年 3 月には卒業 40 周年の記念行事
として我々 28 期生が志木高の卒業式に招待
されます。28 期の皆様でメールアドレス未登
録の方は今後のイベントのお知らせの為にも
是非 info@keio-shikikai.jp 気付 28 期大舘宛に
メールアドレスをお知らせください。現在約
120 名の登録を頂いておりますが、更に輪を
広げたいと思っております。同期の方の消息、
情報をご存じの方、また皆様の近況報告等も
お寄せ下さい。

28 期　大舘　信

●vol.
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慶應志木会会報

同期会便り29期

去る 2月 7日（日）、第 4回目を迎えた同
期会が開催され、33 名の参加者が新宿に集ま
りました。
われわれ 29 期は、同期会のことを「強志
会（ごうしかい）」と呼んでいます。これは
志木高の卒業年が昭和 54 年だったため、こ
の 54 という数字を由来としています。
平成 24 年に初めての強志会を開催して以
来、毎年秋に開催していましたが、昨年は開
催が叶わず、遅めの新年会の時期となりまし
た。
司会は毎回、堀聡志君にお願いしており、
今回も多士済々のオヤジたちのうちから初出
場者を中心に、近況報告をしてもらいました。
毎回集まるたびに思うのは、我々は毎年 1
歳ずつ歳をとりますが、集まったときは全員
が志木高生にタイムスリップする、ということ
です。皆、思い出話に花を咲かせていました。
また次回皆で集まることを願い、肩組みな
がら元気良く「若き血」を歌いつつ、強志会
の夜は更けてゆくのでした。
いつも参加者の手土産を用意してくれてい
る小内君もありがとうございました。

29 期　幹事一同　鳥羽、相田、菅野
滝澤、池上、清重

同期会報告40期

昨年は卒業 25 周年ということで、収穫祭当
日、ホームカミングデーにご招待いただきま
した。多くのメンバーが卒業以来の再会とな
る中、お世話になった元教職員の方ともご一
緒に、懐かしの校舎で旧交を温めさせて頂き
ました。事務局の皆様、本当に有り難うござ
いました。
その後はFacebookなどを通じてお互いの連
絡先を交換し、これを良い機会にと、井戸宗征
君の音頭のもと同期会（忘年会）も開催。ホー
ムカミングデーには来られなかったメンバーも
含め大いに盛り上がりましたので、ご報告いた
します。（写真から伝わるでしょうか…？）
これを同期会元年として、以後、より多く
の同期達と繋がっていければと思います。

40 期　甲斐正英

バスケットボール部（野火止会）部活動

近年安定して県内の強豪校として実績を積
んでいる我がバスケ部は、2013 年に関東新人
大会（県からわずか 2校の参加）初出場を果
たし、その後も県大会でベスト 16 や 8 の常
連、更には 4を伺う存在となっています。今
年の年初に行われた県新人大会でもベスト 8
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に入り、この 5月に開催の関東大会予選で地
区予選を免除されました。
埼玉県から関東大会に出場できるのは、通
常ベスト 4の 4校のみであるところ、今年は
地元開催ということで 2校枠が増えていま
す。絶好のチャンスを逃すまいと、現役諸君
は大会に挑みました。順調にベスト 8まで勝
ち上がり、これに勝てばベスト 4という試合
で西武文理に惜敗。それでも次の 5位決定戦
に勝てば関東大会出場という本庄東戦、OB
会である野火止会員もいつにも増して多数押
し掛けて熱い応援を繰り広げました。第 3	Q
をリードして終えたものの、最後にまさかの
逆転劇。大変残念な結果とはなりましたが、
関東大会に出場するという素晴らしい夢を見
させてくれた現役諸君、そしてチームをここ
まで鍛え上げてくださった教員、監督、学生
コーチの皆様に深く感謝する次第です。
時をおかずに、インターハイ予選が始まりま
す。現役諸君には是非そこでリベンジを果た
して欲しいですし、野火止会員は現役の努力
を応援し続けていきます。	 41 期　平賀敦巳

ホッケー部部活動

ホッケー部OB会は、現役支援とOB相互
の親睦を深めるために、年々その活動を活発
化しています。毎年 3月上旬に、志木もしく
は日吉のグラウンドで現役との対抗戦を行う

とともに、懇親会を行っております。
今年は 3月 5日に日吉で行われ、総勢 80
名が集まりました。試合では、何十年振りに
スティックを握ったOB会員も、時間制限 10
分間、フルにグラウンドを走り回わりました。
懇親会では、ホッケーの思い出はもちろん、
様々な話題で盛り上がりました。
現役は、最近、継続的に 20 名を越える部
員で精鋭化しています。大学体育会の主将に、
何名も輩出しています。悲願のインターハイ
復帰も夢ではありません。OB会は、浄財投
入のほか、有志が合宿・遠征のサポートを
行っています。
これまで未参加のOB諸氏、どうかわれわれ
の輪にお加わりください。	 21 期　村上　陽

NY 在住志木会会員で集まりました

5 月 3 日、ニューヨークの志木高出身者で
集まりました。その時の写真です。
竹林さん（写真に載っていません）のほか、
左から藤本さん、下津さん、文堂さん、丸山
さん、鈴木さん、秋山、小若さんです。

	 39 期　秋山真也

ホッケー部

●vol.
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第●回 志木マスターズのご案内
（38期　荒瀬　光宏）

すべての志木会会員の親睦の場として平成26年に初
開催しました志木マスターズ（ゴルフです！　念のた
め）も、今年で第3回を迎えることになりました。

高校時代の友人の顔を忘れてしまったという方もい
らっしゃるかもしれません。また、普段お仕事に忙し
く、高校の友人と長く連絡を取っていない方も多いか
と思います。でも、何十年ぶりに出会っても、高校生
の時の仲間とはあっという間に打ち解けることができ
ます。そして、その場は、普段の社会生活では出会う
ことの出来ないアットホームなものになるでしょう。社会において、志木高同窓生は決して大量にいるわけ
ではありませんが、それだけに、私たちは深い絆で繋がれていると言えます。

高校時代にたくさん学んだ方も、学び足りなかった方も
いらっしゃると思います。しかし、志木高が皆様にもたら
す学びはまだ終わっていません。卒業した皆様がそれぞれ
の人生を歩み、苦難に立ち向かったり、笑ったり、悩んだ
りしている時も、励ましあい、支え合い、互いの志を応援
しあうのが同窓生です。互いに刺激になることもたくさん
あると思います。それこそが学校で学べない学びです。人
生に必要な、より実践的な学びなのです。そういった仲間
のつながりの再構築を通じて、このイベントが皆様のこれ
からの人生を一層豊かにしてくれると思います。

えっ？　なんでゴルフなのかですって？　たぶんいいんです。本当の目的はゴルフではなく皆様の親睦で
すから。知らない人ばかりだったらどうしようという不安があるかもしれません。ご安心ください。出来る
だけ同期の方々で一緒に回れるように調整させていただきます。

懐かしい同期、懐かしい教員の方々、懐かしい先輩や後輩との
出会い、そして新しい出会いを用意して皆様のご参加をお待ちし
ております。

★開催概要★
　・開催日時：平成28年11月３日（木・祝日）
　　　　　　　�TEE�UP　7：44 〜　８分間隔スタート（西コース�

OUT�IN�各10組）
　・開催場所：東千葉カントリークラブ
　・アクセス：
　　車→千葉東金道路・圏央道�東金ICより2km�／�電車→JR外房線�大網駅よりタクシー約20分
　〒283-0825�千葉県東金市滝503　TEL：0475-54-2681 ／ FAX：0475-55-1480
　・参加会費：約¥25,000-セルフカート付、昼食、パーティー代、コンペ会費含む
　・競技方法：新ペリア方式（同ネット順位　１.�年齢　２.�ハンディ）
申込先：E-mail：golf@keio-shikikai.jp

第 ３ 回 志木マスターズのご案内
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15期　倉田　伸二
　志木会主催の卒業50周年と25周年を迎
えた15期亦楽会と40期の皆さんを集め
収穫祭の時期に合わせたホームカミング
デーに参加いたしました。我らが亦楽会
のメンバーは25名でしたが、そのうち5
〜 6人は何と卒業後初めて志木高に来た
という方がおり、その変わりように皆驚
くばかりのようでした。開始1時間前に
校門周辺に集合し1時間ほど三々五々校

内散策、収穫祭の展示を見るなどいたしました。3階会議室での懇親会で懐かしい元教職員の
方との懇談もいたし、お開きの後はA組吉原良一君が志木で経営している結婚式場ベルセゾン
の喫茶スペースでドリンク＋自家製ケーキで打上げ会を行い解散いたしました。
　このような企画を続けていただいている志木会、そして志木高の皆さまに御礼を申し上げま
す。次招待される25年後、我々は93歳、94歳となりますが、次回も是非元気で参加すること
をこれからの目標として長生きすることをと一同の約束事としたいと思っております。

●vol.

　今回で11回目を迎えますが、収穫祭の1日目に卒業25周年および卒業50周年の方々をお迎え
して、合同ホームカミングデーを開催いたします。
　懐かしい教員の方々、志木会会員の皆様との懇親を中心に簡単な立食パーティーを行います。
16期＆41期のみなさまはお誘いあわせの上、奮ってご参加下さい。

　日　時：平成28年10月29（土） 12：00 ～
　場　所：志木高３階会議室
　会　費：無料
　申　込：出席ご希望の方は志木会事務局までご連絡下さい

亦楽会（15期）志木高
ホームカミングデー報告

16期／41期ホームカミングデー
のお知らせ
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生徒会収穫祭実行委員会 委員長　尾熊　太郎
　皆さんこんにちは。平成28年度収穫祭実行委員長の尾熊太郎と申します。
幹部たちと話し合った結果、今年のテーマは『Fancy	Dress	Carnival』に決まりました。これ
はハロウィンの代名詞であり、日本の文化にもなりつつある仮装行列（Fancy	Dress	Party）に、
参加型のお祭りという意味の『Carnival』を付けた造語です。たくさんの方に自由に参加して
もらいたいという思いを込めて考えました。
　今年は今までになかった新しいことに挑戦していく、変革の年にしたいと思っています。
OBの方々や近隣住民の方々に「やはり慶應志木は素晴らしい。」と再確認していただけるよう
な収穫祭を作っていけるよう今年も全力で頑張りますので、応援をよろしくお願いします。

　本年の収穫祭は10月29日（土）30日（日）に開催されます。
詳細は志木高ウェブサイトか志木会メールマガジンをご覧ください。

　同窓会への出席、同期会での景品など、志木会オリジナルグッ
ズをぜひご利用下さい。
　ゴルフボール、ニットタイ（右写真）、マフラー（左下）、ラ
ペルピン、ゴルフマーカー、折りたたみ傘などがございます。
写真や詳細は志木会ウェブサイトをご覧下さい。
　購入希望の方は、品名、数量、氏名、住所、電話番号、メー
ルアドレスを志木会事務局まで連絡ください。代金の振込先と

合計金額と送料をご連絡い
たしますので、入金が確認出来次第品物をお送りします。
　なお、数量に限りがありますので売り切れの際はご容
赦ください。また複数の品物をご希望の場合には割引価
格を適用します。

志木会事務局 メール：info@keio-shikikai.jp
TEL 048-471-1959　FAX 048-471-1974

志木会オリジナルグッズのご紹介

収穫祭のお知らせ収穫祭のお知らせ収穫祭のお知らせ
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ここはいつも変わらない。同じ風景、同じ時間が
流れている。それを皆で共有できる。そんな場所に
いつの間にかなった志木の森ツアーである。森を管
理されている吉田さんやスタッフから説明を受けな
がらの林業体験。のこぎりを使っての枝打ちや間伐
におっかなびっくりの初参加者とちょっとだけ経験
があるリピーターと呼ばれる上級生。協力しながら
あーだこうだ試行錯誤しながらも楽しく汗を流す。
今年は梯子をかけて、4mくらいの高さの枝打ちをし
た。生徒たちと一緒に私もさせてもらったが、けっ
こうな高さでなかなか怖い。しかしそれだけ時が経ち、木々は少しずつでも着実に成長しているのだな
と肌で感ずることができた。夜は恒例となった森のセミナー。吉田さんからのこれからの新しい林業の
お話や、引率教員からの森に関わる特別講義である。今回は国語の中地教諭からの「となりのトトロ」
に秘められた日本の神道のお話だった。普段の授業とは異なり、森の中で聞く森の講義はどことなくシ
ュールさもあって生徒たちも興味深く耳を傾けていた。そして毎回お楽しみであるカヌー、サイクリン
グなど自然の中でのレクリエーション、熊野古道ハイキング、鹿肉のバーベキュー、キャンプファイヤ

ーとあっという間の4日間が過ぎていく。
今回の初参加者のうち何人かが志木の森ツアーの

虜となり、次回リピーターとなってまた新たな初参
加者を指導することであろう。こうして毎回、生徒
たちは変われども、その空気、景色、雰囲気、感動、
笑いは変わらず繰り返されていくのだ。そこにいつ
の間にか絆が生まれ、その結晶としての森がそこに
存在し成長しているように私には思える。今回、志
木の森の意味が20年経って今やっとわかったような
気がしたツアーであった。

「志木の森」では、20周年記念式典を来年3月19
日に、塾長、常任理事を迎えて、現地で行う予定で
おります。それに伴い記念誌の作成も検討しており
ます。つきましては志木の森参加OBの方で、当時
の写真、資料などをお持ちの方いらっしゃいました
ら、お貸しいただけると幸いです。また式典への参
加も歓迎します。現在の成長した森を見にいらして
ください。

「慶應志木の森」20周年記念事業運営委員会

井澤　智浩
「慶應志木の森」20周年記念事業運営委員会

井澤　智浩

慶應志木の森　20周年慶應志木の森 20周年慶應志木の森 20周年
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26期　山田　純男
平成28年3月24日　卒業40周年で、現役の卒業式に26期OB約40名が参列いたしまし
た。
卒業式が行われた体育館は我々が生徒の時に使用していたまま変わりはありませんでし
たが、我々はすっかりおじさんになって帰ってきました。懐かしい同期の面々に加え恩師
にもお会いでき、楽しいひと時を過ごさせてもらいました。卒業式後の懇親会では卒業
40周年の記念証を各自に頂戴でき感激でした。それにしても卒業式の方は終始笑いが絶
えない和やかな式典で、変わらぬ自由な校風を垣間見させてもらいました。また答辞を読
む生徒が金髪で、おいおい大丈夫か、と懸念しましたが、これがどうしてウィットに富む
素晴らしい内容で、思わず大きな拍手を送らせてもらいました。
現役生活の終わりまであと10年もない感じですが、若い卒業生のパワーを頂き、あと
もうひと踏ん張り頑張ろうと思い志木の校舎を後にしました。

卒業式に招待されて

平成27年度　卒業後40年招待　第26期生　慶應義塾志木高等学校　2016年3月24日
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　　単位：円
収　　入 支　　出

摘　　要 金　　額 摘　　要 金　　額
前 期 繰 越 金 18,001,481 会 報 費 2,334,960

会 議 費 487,091
維 持 会 費 3,342,000 式 典 費 80,000
新 入 会 費 1,800,000 交 際 費 202,316
物 販 収 入 243,195 通 信 費 26,933
幹 事 会 会 費 214,000 事 務 費 412,859
寄 付 金 31,509 事 業 費 277,213
預 金 利 息 3,188 パ ソ コ ン 関 連 費 184,637

会 費 返 却 20,000
収 穫 祭 寄 付 300,000
卒 業 式 寄 付 300,000
卒業生記念品・志木会賞 556,156
手 数 料 12,562

収 入 小 計 5,633,892 支 出 小 計 5,194,727

次 期 繰 越 金 18,440,646

合　　計 23,635,373 合　　計 23,635,373

預金残高明細（平成28年３月末現在）	 単位：円
（銀　行） （種　別） （適　用） （管　理） （残高金額）
り そ な 普　通 一　般 金　森 727,623
埼玉りそな 普　通 入会金 金　森 4,814,080
郵 便 局 振　替 会費口 金　森 5,087,334
郵 便 局 普　通 会費口 金　森 6,127,088
郵 便 局 振　替 パーティー会費 金　森 10,000
三 井 住 友 普　通 小　口 金　森 887,318
埼玉りそな 普　通 小　口 竹　内 787,203
り そ な 普　通 寄　付 金　森 0
合　計 18,440,646

監査報告
　慶應志木会会則第18条に基づき、平成27年度（平成27年4月1日〜平成28年3月31日）の会計監査を実施
いたしました。
その結果、会計処理につきましては適正に処理されていることを此処に承認します。

平成28年5月6日
監　事　　原田　　薫　
	監　事　　増山　治一郎

平成 27 年度慶應志木会 収支報告書（平成 27 年 4 月 1 日〜平成 28 年 3 月 31 日）

●vol.
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慶應志木会　役員・幹事・クラブ幹事

■幹事■
期 卒　業　年 幹　　事
1 S.26（1951）年卒 藤井　　　淳 松本　仙太郎
2 S.27（1952）年卒 遠山　　正秀 忽滑谷　岱司 河邉　　勝利
3 S.28（1953）年卒 品川　　　仁 菅野　　光男
4 S.29（1954）年卒 藤岡　　民良 高橋　　公郎 伊藤　金次郎 三浦　　靖夫
5 S.30（1955）年卒 寺嶋　　延行 小林　　石三 関山　　　清
6 S.31（1956）年卒 真野　　信裕 松本　福太朗 茂木　　光義 梅澤　　　勉
7 S.32（1957）年卒 熊崎　順次郎 鈴木　　正治 渡辺　　　正
8 S.33（1958）年卒 青木　　宏至 品川　　宗弘 大須賀　　均 磯部　　和宏
9 S.34（1959）年卒 五老　　輝彦 佐々木　弘暢 荒井　　　浩
10 S.35（1960）年卒 馬場　　紘二 斉藤　　　彰 細井　　延昭 吉川　　忠裕
11 S.36（1961）年卒 馬渕　　祥宏 森原　　孝夫 菅谷　　正樹 西　　　光由 渋谷　　哲男
12 S.37（1962）年卒 川久保　達也 岡田　幸次郎 原田　　雄介 並木　　美和
13 S.38（1963）年卒 清水　　武寿 椎野　開八郎 山本　　雄一 飯島　　　智
14 S.39（1964）年卒 小林　　好二 築山　　正俊
15 S.40（1965）年卒 小笠原　準一 倉田　　伸二 深瀬　　啓司
16 S.41（1966）年卒 緒方　　信次 恩田　　博司 近藤　　隆夫
17 S.42（1967）年卒 荘　　　敬典 北村　　基樹 前嶋　　晶廣 野村　　　真 中村　　康二 川鍋　　二朗
18 S.43（1968）年卒 伊藤　　博行 黒田　　　豊 徳永　　　良
19 S.44（1969）年卒 中西　　廣策 鈴木　　基晴 齋藤　　治雄
20 S.45（1970）年卒 中　　　一弥 杉　　　雅俊
21 S.46（1971）年卒 飯島　　敏一 福地　　敏之 折登　　泰樹 小林　　哲男 森　　光太郎

22 S.47（1972）年卒 金子　　康雄 櫻井　　造雄 三木　　哲郎 深澤　　　澄 江夏　　雄二 増田　　　裕
城　　　　克 深井　　　昭

23 S.48（1973）年卒 夏目　　　雅 梅澤　　由起 森田　　榮一 三義　　英一
24 S.49（1974）年卒 赤木　　　均 島影　　幸有 田沼　　　潔 京本　　　修
25 S.50（1975）年卒 小川　　　洋 髙橋　　宣行 島田　　　徹

26 S.51（1976）年卒 山田　　純男 船山　　　剛 小池　　雅澄 善木　　達明 澤田　　尚史 中川　　龍士
渡辺　　規人 荻原　　弘幸

27 S.52（1977）年卒 鬼頭　真一郎 永井　　利宗
28 S.53（1978）年卒 伊能　　重雄 池田　　欽哉
29 S.54（1979）年卒 鳥羽　　克治 清重　　利昌 池上　　忠嗣
30 S.55（1980）年卒 岸田　　一男 原田　　仁敦 佐藤　　正人 新　　　隆文
31 S.56（1981）年卒 荻田　　健之 福島　　　聡 布施　　浩之 梶原　　靖友 内匠屋　　健
32 S.57（1982）年卒 町野　　素久 横江　　資友 梅田　　幸彦 鈴木　　　厚 伊勢　　　学

名 誉 会 長 髙橋　　郁夫	（校長）
会 長 松下　　賢次	（21期）
副 会 長 大塚　　　彰	（主事）

金子　　博志	（20期）　情報管理・広報担当
金森　　　悟	（27期）　財務・企画担当
大舘　　　信	（28期）　総務担当（兼事務局長）

幹 事 長 内山　　洋一	（21期）
副 幹 事 長 相田　　英文	（29期）
事 務 局 長 大舘　　　信	（28期）　兼務

事務局幹事 坂上　　隆彦	（23期）　総務担当
宇野　　　宏	（35期）　総務担当
大澤　　宏樹	（35期）　企画担当
矢下　　健二	（35期）　企画担当
天野　　徳雄	（36期）　財務担当
田内　　久晴	（37期）　企画担当
大久保佐太郎	（55期）　広報担当

会 計 監 事 原田　　　薫	（15期）
増山　治一郎	（17期）

■役員■

顧 問 櫻井　英太郎（１期）　龍野　　和久（１期）　宮田　　　勝（５期）　多田　　　毅（７期）
五老　　輝彦（９期）　品川　　雅貴（12期）　本橋　　重夫（15期）　鹿野　　元章（16期）
西村　　孝一（17期）　中村　　弘司（23期）　山﨑　　嘉正（26期）

特 別 顧 問 阪東　　宗文（16期）　増山　治一郎（17期）

■顧問■



2016

24

36

編　輯　後　記

　今年も沢山の原稿をお寄せ下さいまして、有
り難う御座いました。年々お送り戴く原稿の量
が増えているのを感じております。活発な同期
会活動が行われているのだなぁと、思うこの頃
です。
� （編輯担当・大久保）

33 S.58（1983）年卒 小玉　　　裕 河野　　　潔 青木　　　勝 本多　　関雄
34 S.59（1984）年卒 大内　　正博 山下　　　孝 古長　玄一郎
35 S.60（1985）年卒 須佐美　文忠 昌谷　　健司 岩瀬　　克也
36 S.61（1986）年卒 阿部　　元雅
37 S.62（1987）年卒 鍋島　　康友 永田　　博詳 植島　　博之 原田　　純一
38 S.63（1988）年卒 知久　　康成 中里　　栄基 金子　　隆則 荒瀬　　光宏
39 H.1（1989）年卒 丸山　　和紀 田中　　浩樹 大西　　重夫 鈴川　　智徳
40 H.2（1990）年卒 井上　　晴生 税所　　篤史 甲斐　　正英
41 H.3（1991）年卒 柏木　　　徹 三田　　貴良 須田　　光貴	
42 H.4（1992）年卒 安　　　重煥 小島　　　圭 御山　　義明 大澤　　康算
43 H.5（1993）年卒 藪原　　一暁 高松　　智之 田口　　　錬
44 H.6（1994）年卒 宮田　　真詩
45 H.7（1995）年卒 若松　　洋雄 小山　　　一 小川　　　圭
46 H.8（1996）年卒 谷口　　　剛 川崎　　　聡
47 H.9（1997）年卒 小寺　　俊且 谷　　　嘉康 森　　　茂之 西本　　祥仁 濱岡　　勇介 小林　　　圭
48 H.10（1998）年卒 亀山　　雄高 黒川　　真行 寺西　　富広
49 H.11（1999）年卒 石川　　　快 廣江　　安彦
50 H.12（2000）年卒 髙岡　　　功 徳田　　征之 小林　　敬英 齋藤　　　収
51 H.13（2001）年卒 石井　　強太 森川　　　渉 浅岡　　良彦 治田　　和明
52 H.14（2002）年卒 毛呂　淳一朗 渡邉　慶太郎
53 H.15（2003）年卒 森岡　　多門 林　　　　憲
54 H.16（2004）年卒 塚本　　大夢 中川　　雅之
55 H.17（2005）年卒 池端　　俊太 小泉　　貴史
56 H.18（2006）年卒 大久保　匠馬 若林　　隆晃 横澤　　慶太
57 H.19（2007）年卒 和田　　　亮 時田　亜希夫
58 H.20（2008）年卒 宮山　　　明 佐藤　　友紀
59 H.21（2009）年卒 箱﨑　　勇人 本多　　清礼
60 H.22（2010）年卒 岡田　　哲哉 中込　　健太 工藤　　雄太
61 H.23（2011）年卒 井上　　裕紀 富澤　　直嗣
62 H.24（2012）年卒 荒木　　謙人 岡本　　尚之
63 H.25（2013）年卒 星野　真瑠也 星野　　宏太 加藤　　将平 椎名　　翔平
64 H.26（2014）年卒 市川　　広大 巽　　　祐一 池上　　太悟 亀倉　　　玲 森　　　大和
65 H.27（2015）年卒 秋田　　雅信 友野　　雅樹
66 H.28（2016）年卒 小林　　　翔 恩田　　真希

●vol.

■クラブ幹事■
硬式庭球部　田中　　真介（17期）
バ レ ー 部　進藤　　英典（23期）
バスケット部　木村　　尚敬（37期）
枇 杷 の 会　深瀬　　啓司（15期）

硬式野球部　小川　　光二（17期）
ホッケー部　菅野　　芳哉（29期）
サッカー部　中村　　直人（38期）
ワ グ ネ ル　山浦　　元気（61期）

卓 球 部　浅生　　　潤（23期）
弓 術 部　小宮　　雄造（30期）
ス キ ー 部　渡辺　　一仁（51期）
ワ グ ネ ル　南　　　琳太（61期）

＜訃報＞
千葉　宗雄君（会計監査13期）
　謹んでご冥福をお祈りいたします
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